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特集：人間関係の心理学

Part1: 対人関係が悩ましい理由
●下斗米淳（専修大学文学部助教授）
対人関係に悩む人は多い。豊かなかかわりを築き、それを保つカギは、他者との違いを明確にして、
互いが期待する「役割」を作り出していくことにある。

Part2: 親子の絆と子の自立
●吉田弘道（専修大学文学部教授）
ひきこもり、パラサイトなど、かみ合わないように見える親子関係。乳幼児期からの親子の「愛着」の
ありようが、子どもの成長に大きな影響を与える。

Part3: ギャングエイジの関係づくり
●高田夏子（専修大学文学部助教授）
子供同士の遊びの中には、親との関係ではみられない社会化の萌芽が潜んでいます。友達とつる
む楽しさは、その後の対人関係に影響するものと思われます。

Part4: 老いを生きる心理
●廣中直行（専修大学文学部教授）
日本は世界一の長寿国、高齢社会である。第一線から退いても、さらに残された時間を豊かに過ご
すにはどうすればよいか。心理と機能の両面から考える。

われら専修人
●萩野矢慶記 ●水野篤史

支部だより
時空を越えた旅人物語  ●山形支部／三澤裕一
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